小平市 (こだいらし)地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)第１回 (だい１かい)全体会 (ぜんたいかい)議事 (ぎじ)要録 (ようろく)

【日 (にち)　　時 (じ)】　令和 (れいわ)２年 (２ねん)６月 (６がつ)２６日 (２６にち)（月 (げつ)）午後 (ごご)２時 (２じ)～午後 (ごご)４時 (４じ)
【会 (かい)　場 (じょう)】　福祉 (ふくし)会館 (かいかん)　小ホール (しょうほーる)
【参 (さん) 加 (か) 者 (しゃ)】　１５名 (１５めい)
【欠 (けっ) 席 (せき) 者 (しゃ)】　 (　)３名 (３めい)　
【事 (じ)務 (む)局 (きょく)】　［障 (しょう)がい者 (しゃ)支援課 (しえんか)］８名 (８めい)
［ひびき］１名 (１めい)

【支援者 (しえんしゃ)】　 (　)手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)２名 (２めい)

【傍 (ぼう)　  聴 (ちょう)】　無 (な)し

【配付 (はいふ)資料 (しりょう)】
（1） 第１回 (だい１かい)小平市 (こだいらし)地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援 (しえん)協 (きょう)議会 (ぎかい)次第 (しだい)（表 (おもて)）、配布 (はいふ)資料 (しりょう)一覧 (いちらん)（裏 (うら)）
（2） 小平市 (こだいらし)地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)設置 (せっち)要綱 (ようこう)、組織図 (そしきず)　　　　　　　　 （資料 (しりょう)１）
（3） 小平市 (こだいらし)地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)委員 (いいん)名簿 (めいぼ)　　　　　　　　　　　 （資料 (しりょう)２）
（4） 地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)の協議 (きょうぎ)事項 (じこう)及 (およ)び運営 (うんえい)事項 (じこう)について   　　（資料 (しりょう)３）
（5） 令和元 (れいわがん)年度 (ねんど)小平市 (こだいらし)地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)実施 (じっし)報告 (ほうこく)　　　　　　　（資料 (しりょう)４）
（6） 令和 (れいわ)２年度 (２ねんど)小平市 (こだいらし)地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)日程 (にってい)について　　　　　（資料 (しりょう)５）
（7） 小平市 (こだいらし)障 (しょう)がい者 (しゃ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)・第六期 (だいろっき)小平市 (こだいらし)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)・第二期 (だいにき)小平市 (こだいらし)障 (しょう)害児 (がいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)策定 (さくてい)の基本 (きほん)方針 (ほうしん)について                  （資 (し)料 (りょう)６）
（8） 小平市 (こだいらし)障 (しょう)がい者 (しゃ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)・第四期 (だいよんき)小平市 (こだいらし)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)、第五期 (だいごき)小平市 (こだいらし)障 (しょう)害 (がい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)・第一期 (だいいっき)小平市 (こだいらし)障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)「計画書 (けいかくしょ)」≪新任 (しんにん)の委員 (いいん)のみ、当日 (とうじつ)配布 (はいふ)≫
（9） 小平市 (こだいらし)障 (しょう)がい者 (しゃ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)・第六期 (だいろっき)小平市 (こだいらし)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)・第二期 (だいにき)小平市 (こだいらし)障 (しょう)がい児 (じ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)策定 (さくてい)のための実態 (じったい)調査 (ちょうさ)結果 (けっか)報告書 (ほうこくしょ)≪当日 (とうじつ)配布 (はいふ)≫
（10） 小平市 (こだいらし)障 (しょう)がい者 (しゃ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)・第六期 (だいろっき)小平市 (こだいらし)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)・第二期 (だいにき)小平市 (こだいらし)障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)策定 (さくてい)のための実態 (じったい)調査 (ちょうさ)結果 (けっか)の概要 (がいよう)　　　　　　（資料 (しりょう)７）
（11） 日中 (にっちゅう)サービス支援型 (しえんがた)共同 (きょうどう)生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)（仮称 (かしょう)）さかえホーム開設 (かいせつ)の概要 (がいよう)
（資料 (しりょう)８）










１　開会 (かいかい)
　　事務局 (じむきょく)より、開会 (かいかい)が宣言 (せんげん)された。
２　健康 (けんこう)福祉 (ふくし)部長 (ぶちょう)挨拶 (あいさつ)
事務局 (じむきょく)より、挨拶 (あいさつ)の代読 (だいどく)があった。
３　小平市 (こだいらし)地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)運営 (うんえい)事項 (じこう)について
　　事務局 (じむきょく)より、運営 (うんえい)事項 (じこう)について説明 (せつめい)があった。
４　委員 (いいん)自己 (じこ)紹介 (しょうかい)　
　　各委員 (かくいいん)より自己 (じこ)紹介 (しょうかい)があった。
５　会長 (かいちょう)及 (およ)び副会長 (ふくかいちょう)の互選 (ごせん)について
　　会長 (かいちょう)、副会長 (ふくかいちょう)が互選 (ごせん)された。
６　会長 (かいちょう)就任 (しゅうにん)挨拶 (あいさつ)・副会長 (ふくかいちょう)就任 (しゅうにん)挨拶 (あいさつ)
　　会長 (かいちょう)、副会長 (ふくかいちょう)より就任 (しゅうにん)の挨拶 (あいさつ)があった。
７　配布 (はいふ)資料 (しりょう)の確認 (かくにん)
　　事務局 (じむきょく)より、資料 (しりょう)の確認 (かくにん)があった。
８　協議 (きょうぎ)事項 (じこう)及 (およ)び運営 (うんえい)体制 (たいせい)について
　　事務局 (じむきょく)より、資料 (しりょう)１・資料 (しりょう)３に基 (もと)づき説明 (せつめい)があった。
【Ｇ委員 (いいん)】 (）)
　Ｗｅｂ (うえぶ)会議 (かいぎ)の開催 (かいさい)の調査 (ちょうさ)に関 (かん)して、今後 (こんご)の当事者 (とうじしゃ)委員 (いいん)の参画 (さんかく)を見据 (みす)えて、会議 (かいぎ)に足 (あし)を運 (はこ)べない方 (かた)でも、会議 (かいぎ)に参画 (さんかく)できる仕組 (しく)みづくりとして、こうしたツールは合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)の提供 (ていきょう)であると考 (かんが)える。新型 (しんがた)コロナウイルス感染 (かんせん)予防 (よぼう)も重 (かさ)なっていると思 (おも)うが、事務局 (じむきょく)に要 (よう)望 (ぼう)した。当事者 (とうじしゃ)・情報 (じょうほう)部会 (ぶかい)で話 (はな)し合 (あ)う案件 (あんけん)だと受 (う)け止 (と)めている。今後 (こんご)の当事者 (とうじしゃ)委員 (いいん)の参 (さん)画 (かく)を見据 (みす)えて、皆 (みな)さんのご協力 (きょうりょく)をお願 (ねが)いします。
【会長 (かいちょう)】
本 (ほん)協議会 (きょうぎかい)では、今 (いま)のところ難 (むずか)しい状況 (じょうきょう)だが、他市 (たし)の協 (きょう)議会 (ぎかい)では、重度 (じゅうど)の障 (しょう)がいのある方 (かた)がリモートで協 (きょう)議会 (ぎかい)に参加 (さんか)する状況 (じょうきょう)もある。今後 (こんご)、本 (ほん)協議会 (きょうぎかい)でも実施 (じっし)できるように勧 (すす)めていきたい。
９　幹事 (かんじ)の選任 (せんにん)について
【会長 (かいちょう)】
協 (きょう)議会 (ぎかい)を機能的 (きのうてき)、効率的 (こうりつてき)に運営 (うんえい)するために、設置 (せっち)要綱 (ようこう)第６条 (だい６じょう)の規定 (きてい)に基 (もと)づき、幹事会 (かんじかい)を設置 (せっち)することになっている。この点 (てん)について、事務局 (じむきょく)から説明 (せつめい)をお願 (　ねが)いする。
【事務局 (じむきょく)】
幹事会 (かんじかい)について説明 (せつめい)があった。
【会長 (かいちょう)】
会議 (かいぎ)開催 (かいさい)一覧 (いちらん)をご覧 (　らん)いただくと、様々 (さまざま)な会議体 (かいぎたい)が載 (の)っていて、全体会 (ぜんたいかい)の下 (した)に幹事会 (かんじかい)が載 (の)っている。全体会 (ぜんたいかい)は報告 (ほうこく)事項 (じこう)が多 (おお)く時間 (じかん)をかけて議論 (ぎろん)することが難 (むずか)しいので、何人 (なんにん)かの方 (かた)に集 (あつ)まっていただき、幹事会 (かんじかい)の中 (なか)でより具体的 (ぐたいてき)に議論 (ぎろん)を深 (ふか)めている。それ以外 (いがい)にも後 (あと)から説明 (せつめい)があるが、専門 (せんもん)部会 (ぶかい)とワーキングがある。また、月 (つき)１回 (かい)事務局 (じむきょく)会議 (かいぎ)があり運営 (うんえい)を担 (にな)っている。その中 (なか)の幹事会 (かんじかい)というものを今 (いま)から決 (き)めていきたい。
事務局 (じむきょく)から11名 (めい)の幹事 (かんじ)の提案 (ていあん)があり、会長 (かいちょう)より、幹事 (かんじ)の選任 (せんにん)があった。
10　幹事 (かんじ)長 (ちょう)、副幹事 (ふくかんじ)長 (ちょう)の指名 (しめい)について
　会長 (かいちょう)より、幹事 (かんじ)長 (ちょう)、副幹事 (ふくかんじ)長 (ちょう)が指名 (しめい)された。
11　幹事 (かんじ)長挨拶 (ちょうあいさつ)・副幹事 (ふくかんじ)長 (ちょう)挨拶 (あいさつ)
　　幹事 (かんじ)長 (ちょう)、副幹事 (ふくかんじ)長 (ちょう)より就任 (しゅうにん)の挨拶 (あいさつ)があった。
12　令和元 (れいわがん)年度 (ねんど)小平市 (こだいらし)地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)実施 (じっし)報告 (ほうこく)
　　Ｊ委員 (いいん)より、資料 (しりょう)１・４に基 (もと)づき説明 (せつめい)があった。

【会長 (かいちょう)】
　　協 (きょう)議会 (ぎかい)とは、障 (しょう)がい者 (しゃ)福祉 (ふくし)に関 (かん)する市民 (しみん)の声 (こえ)や事業所 (じぎょうしょ)、関係 (かんけい)機関 (きかん)の声 (こえ)を行政 (ぎょうせい)に反映 (はんえい)させていく場所 (ばしょ)である。行政 (ぎょうせい)に要望 (ようぼう)することもあるが、行政 (ぎょうせい)とともに課題 (かだい)を協議 (きょうぎ)していくこともある。本 (ほん)協議会 (きょうぎかい)は、行政 (ぎょうせい)とともに小平市 (こだいらし)の障 (しょう)がい者 (しゃ)福祉 (ふくし)を進 (すす)めていくことが大 (おお)きい。
　　当事者 (とうじしゃ)ワーキングが小平市 (こだいらし)の特徴 (とくちょう)である。他市 (たし)の協 (きょう)議会 (ぎかい)には当事者 (とうじしゃ)部会 (ぶかい)がないところもある。
13　令和 (れいわ)２年度 (ねんど)小平市 (こだいらし)地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)日程 (にってい)について
　　事務局 (じむきょく)より、資料 (しりょう)５に基 (もと)づき説明 (せつめい)があった。
14　専門 (せんもん)部会 (ぶかい)について
　　副会長 (ふくかいちょう)より当事者 (とうじしゃ)情報 (じょうほう)部会 (ぶかい)について、Ｊ委員 (いいん)より地域 (ちいき)部会 (ぶかい)について説明 (せつめい)があった。各 (かく)委員 (いいん)いずれかの専門 (せんもん)部会 (ぶかい)に所属 (しょぞく)することが望 (のぞ)ましい。所属 (しょぞく)の希望 (きぼう)は、事務局 (じむきょく)へ連絡 (れんらく)する。
　　・当事者 (とうじしゃ)・情報 (じょうほう)部会 (ぶかい)…当事者 (とうじしゃ)参画 (さんかく)と協 (きょう)議会 (ぎかい)としての情報 (じょうほう)発信 (はっしん)（ブログ、広報誌 (こうほうし)）。平 (へい)成 (せい)26年度 (ねんど)～平成 (へいせい)28年度 (ねんど)に非公式 (ひこうしき)で当事者 (とうじしゃ)部会 (ぶかい)を作 (つく)る会 (かい)というワーキングを開催 (かいさい)。平 (へい)成 (せい)29年度 (ねんど)から当事者 (とうじしゃ)・情報 (じょうほう)部会 (ぶかい)となった。
　　・地域 (ちいき)部会 (ぶかい)…地域 (ちいき)の関係者 (かんけいしゃ)による意識 (いしき)の醸成 (じょうせい)と、意義 (いぎ)のあるネットワークを構築 (こうちく)する。相談 (そうだん)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)を対象 (たいしょう)に相談 (そうだん)支援 (しえん)ワーキングを開催 (かいさい)。
15　小平市 (こだいらし)障 (しょう)がい者 (しゃ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)・第 (だい)六 (ろっ)期 (き)小平市 (こだいらし)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)・第 (だい)二 (に)期 (き)小平市 (こだいらし)障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)策定 (さくてい)の基本 (きほん)方針 (ほうしん)、スケジュール及 (およ)び実 (じっ)態 (たい)調査 (ちょうさ)の結果 (けっか)について
　　事務局 (じむきょく)より、資料 (しりょう)６・７に基 (もと)づき、次期 (じき)計画 (けいかく)策定 (さくてい)の基本 (きほん)方針 (ほうしん)及 (およ)びスケジュールについて説明 (せつめい)があった。
【会長 (かいちょう)】
　　今年度 (こんねんど)は３つの計画 (けいかく)を策定 (さくてい)する年 (とし)である。協 (きょう)議会 (ぎかい)として意見 (いけん)を述 (の)べるなど関 (かか)わっていく。障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)は、障 (しょう)がいを持 (も)つお子 (こ)さんに関 (かん)する計画 (けいかく)。障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)は、福祉 (ふくし)に関 (かん)する計画 (けいかく)で、事業所数 (じぎょうしょすう)やサービス量 (りょう)などを決 (き)めていく計画 (けいかく)。障 (しょう)がい者 (しゃ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)は、福祉 (ふくし)に関 (かか)わらず、保健 (ほけん)、教育 (きょういく)、医療 (いりょう)など全体的 (ぜんたいてき)な計画 (けいかく)である。小平市 (こだいらし)の「障 (しょう)がい者 (しゃ)福 (ふく)祉 (し)計画 (けいかく)」には、「福祉 (ふくし)」という言葉 (ことば)が入 (はい)っているのでわかりにくい。
16　小平市 (こだいらし)障害者 (しょうがいしゃ)団体 (だんたい)連絡会 (れんらくかい)　差別 (さべつ)解消法 (かいしょうほう)アンケート報告 (ほうこく)
　　会長 (かいちょう)より、経過 (けいか)報告 (ほうこく)があった。現在 (げんざい)、アンケートの分析 (ぶんせき)をしている途中 (とちゅう)である。結果 (けっか)がまとまり次第 (しだい)、報告 (ほうこく)する。
17　日中 (にっちゅう)サービス支援型 (しえんがた)共同 (きょうどう)生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)の設立 (せつりつ)に関 (かん)する報告 (ほうこく)
日中 (にっちゅう)サービス支援型 (しえんがた)共同 (きょうどう)生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)は、サービスの質 (しつ)の確保 (かくほ)を図 (はか)る観点 (かんてん)から、年 (ねん)１回 (かい)以 (い)上 (じょう)、地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)へ報告 (ほうこく)が義務付 (ぎむづ)けられている。
（1） 「さかえホーム」開設 (かいせつ)について
事務局 (じむきょく)より、資料 (しりょう)８に基 (もと)づき説明 (せつめい)があった。事業 (じぎょう)開始 (かいし)に向 (む)けてのスケジュールとして、５月 (がつ)１１日 (にち)までに事業 (じぎょう)計画 (けいかく)の作成 (さくせい)、６月 (がつ)５日 (か)までに東京都 (とうきょうと)への補助 (ほじょ)金 (きん)申請 (しんせい)、令 (れい)和 (わ)３年 (ねん)４月 (がつ)１日 (たち)より事業 (じぎょう)開始 (かいし)を予定 (よてい)している。
（2） 「やえざくら」開設 (かいせつ)について　
事務局 (じむきょく)より報告 (ほうこく)があり、報告 (ほうこく)の内容 (ないよう)が了承 (りょうしょう)された。
重度 (じゅうど)の障害 (しょうがい)のある１８歳 (さい)以上 (いじょう)の方 (かた)で、住 (す)み慣 (な)れた土地 (とち)で暮 (く)らしたい方 (かた)や、親 (おや)が高齢 (こうれい)で生活 (せいかつ)に不安 (ふあん)がある方 (かた)を対象 (たいしょう)にしている。定員 (ていいん)は１６名 (めい)となっている（短期 (たんき)入所 (にゅうしょ)の定員 (ていいん)は２名 (めい)）。日中 (にっちゅう)の看護師 (かんごし)の配置 (はいち)をはじめ、２４時間 (じかん)体制 (たいせい)で支援者 (しえんしゃ)が常駐 (じょうちゅう)し、食 (しょく)事 (じ)や排泄 (はいせつ)などの支援 (しえん)を行 (おこな)う。職員 (しょくいん)体制 (たいせい)は、管理者 (かんりしゃ)１名 (めい)、サービス管理 (かんり)責任者 (せきにんしゃ)１名 (めい)、生活 (せいかつ)支援員 (しえんいん)４名 (めい)以上 (いじょう)、看護師 (かんごし)１名 (めい)以上 (いじょう)となっている。
質疑 (しつぎ)応答 (おうとう)
【Ｈ委員 (いいん)】やえざくらの所在地 (しょざいち)を教 (おし)えてほしい
【事務局 (じむきょく)】東京都 (とうきょうと)小平市 (こだいらし)小川町 (おがわちょう)１－３０２０－８

18　報告 (ほうこく)事項 (じこう)　相談 (そうだん)支援 (しえん)ワーキング中止 (ちゅうし)
　事務局 (じむきょく)より、新型 (しんがた)コロナウイルスの感染 (かんせん)予防 (よぼう)のため中止 (ちゅうし)になったと説明 (せつめい)があった。
19　今期 (こんき)の討議 (とうぎ)テーマ
事務局 (じむきょく)より説明 (せつめい)があった。
質疑 (しつぎ)応答 (おうとう)
【Ｇ委員 (いいん)】
障 (しょう)がい当事者 (とうじしゃ)の参画 (さんかく)に向 (む)けて、今後 (こんご)ＩＣＴの機器 (きき)を使 (つか)って、当事者 (とうじしゃ)委員 (いいん)に参加 (さんか)して
もらうことを構想 (こうそう)している。遠隔 (えんかく)で意思 (いし)疎通 (そつう)がとれるツールを模索 (もさく)していきたいと
考 (かんが)えている。学校 (がっこう)では、実際 (じっさい)にＩＣＴ機器 (きき)を使 (つか)っている児童 (じどう)がいると思 (おも)うので参考 (さんこう)に
[bookmark: _GoBack]させていただきたい。
【Ｄ委員 (いいん)】
新型 (しんがた)コロナウイルスの影響 (えいきょう)で、臨時 (りんじ)休校 (きゅうこう)が続 (つづ)いていた。来週 (らいしゅう)から一斉 (いっせい)登校 (とうこう)になる。
休校中 (きゅうこうちゅう)はＷｅｂ (うえぶ)会議 (かいぎ)アプリを使 (つか)ってオンライン授業 (じゅぎょう)をしていたが、開始前 (かいしまえ)に、保護者 (ほごしゃ)全員 (ぜんいん)に家庭 (かてい)の電子 (でんし)機器 (きき)の使用 (しよう)状況 (じょうきょう)について調査 (ちょうさ)を行 (おこな)った。個人 (こじん)情報 (じょうほう)の関係 (かんけい)があるため、引 (ひ)き続 (つづ)き利用 (りよう)することは課題 (かだい)がある。今後 (こんご)、使用 (しよう)機器 (きき)について検討 (けんとう)が必要 (ひつよう)となる。
【Ａ委員 (いいん)】　
地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)について、新 (あたら)しい生活 (せいかつ)様式 (ようしき)を前提 (ぜんてい)とした検討 (けんとう)が必要 (ひつよう)になると思 (おも)う。
今後 (こんご)の討議 (とうぎ)テーマとして、話 (はな)し合 (あ)っていきたい。
20　閉会 (へいかい)
事務局 (じむきょく)より、閉会 (へいかい)が宣言 (せんげん)された。
